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O
N
E and O

N
LY

　　
通
常
、肯
定
的
な
意
味
で「
遠
望
の
利

い
た
計
画
」と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　
全
て
の
事
柄
の
流
れ
が
早
い
現
代

に
お
い
て
、百
年
先
の
こ
と
を
予
測
す

る
の
も
語
る
の
も
困
難
な
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、地
域
創
造
を
達
成
す
る

に
は
綿
密
な
計
画
を
立
案
し
具
体
的

な
目
標
イ
メ
ー
ジ
が
必
要
と
な
る
。さ

ら
に
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
未
来
学
者
の
ド
ラ
ッ
ガ
ー
に
よ
る

と
未
来
を
知
る
方
法
は
二
つ
あ
る
。一

つ
は「
自
ら
で
創
る
こ
と
」、も
う
一
つ

は「
既
に
起
こ
っ
た
こ
と
の
帰
結
を
見

る
こ
と
」で
あ
る
。
二
つ
目
の
話
は
、

「
す
で
に
起
こ
っ
た
未
来
」と
名
付
け

ら
れ
、歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
必
要
性

を
説
い
て
い
る
。

　
例
え
ば
人
口
減
少
の
問
題
に
お
い

て
は
、日
本
で
は
加
速
度
的
な
勢
い
で

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。三
十
年

単
位
で
み
る
と
ト
レ
ン
ド
は
変
え
よ

う
が
な
い
が
、政
府
の
対
策
で
は
六
十

年
単
位
で
考
え
て
減
少
を
止
め
よ
う

と
計
画
さ
れ
て
い
る
。予
測
さ
れ
た
未

来
図
は
完
全
で
は
無
く
、新
し
い
ア
イ

デ
ア
と
努
力
に
よ
り
変
え
る
こ
が
出

来
た
例
は
あ
る
。

　
彦
根
地
域
の
未
来
像
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
み
る
と

・ 

都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
確
立
に
よ
る

　
経
済
成
長（
集
客
産
業
な
ど
）

・ 

歴
史
遺
産
の
保
存
及
び
活
用
に
よ
る

　
伝
統
文
化
都
市
と
し
て
の
豊
か
さ

　
の
追
求

・ 

教
育
を
は
じ
め
と
し
た
人
材
育
成
の

　
充
実

以
上
を
備
え
た「
独
自
性
を
持
っ
た
都

市
」を
創
造
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
２
０
１
７
年
の「
国
宝•

彦
根
城 

築

城
４
１
０
年
祭
」、２
０
２
０
年
の「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」、２
０
２
４
年
の「
滋
賀
国
体
」の

開
催
が
決
定
し
て
い
る
。さ
ら
に
２
０

２
５
年
に
大
阪
府
が「
大
阪
国
際
博
覧

会（
万
博
）」に
手
を
挙
げ
よ
う
と
計
画

中
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
国
内
・
海
外
へ
発
信
す

る
事
業
は
準
備
さ
れ
て
い
る
が
、「
百

年
の
計
」を
考
え
て
推
進
出
来
る
か
が

課
題
と
な
る
。ド
ラ
ッ
ガ
ー
が
語
っ
た

言
葉「
歴
史
に
学
び
、自
ら
で
創
造
す

る
」こ
と
で
未
来
を
拓
く
シ
ナ
リ
オ
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
具
体
的
に
は
、「O

N
E and O

N
LY

（
唯
一
無
二
）」の
ま
ち
づ
く
り
、国
際
市

場
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
築

（JETRO

の
活
用
）、地
域
立
地
優
位
性

の
確
立（
新
幹
線
ル
ー
ト
や
琵
琶
湖
利

用
）な
ど
の
展
開
が
あ
る
。

　
彦
根
商
工
会
議
所
と
し
て
地
域
発

展
の
た
め
に
、外
部
変
化
に
臨
機
応
変

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、地
域
特
性
を

活
か
し
た
官
民
一
体
と
な
っ
た
活
性

化
策
の
推
進
に
よ
り
最
大
限
の
成
果

を
生
み
出
し
た
い
。

彦
根
商
工
会
議
所
会
頭
　
小
出 

英
樹

会
頭
抱
負
　

百
年
の
計

地
域
の
未
来

近
未
来
戦
略

「
唯
一
無
二
」
の
ま
ち
づ
く
り



不易流行２3 彦根商工会議所通信 vol.32

　
任
期
満
了
に
伴
う
臨
時
議
員
総
会
は
、

10
月
26
日（
水
）当
所
に
て
開
か
れ
、去
る

６
月
の
通
常
議
員
総
会
で
再
任
さ
れ
て

い
る
小
出
英
樹
氏
に
続
き
、副
会
頭
に
、

夏
原
平
和
氏（
㈱
平
和
堂
・
代
表
取
締
役

社
長
）、木
村
泰
造
氏（
木
村
水
産
㈱
・
代

表
取
締
役
会
長
）、中
川
哲
氏（
㈱
昭
和
バ

ル
ブ
製
作
所
・
代
表
取
締
役
）が
い
ず
れ

も
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、議
員
52
人（
委
任
状
提
出
22

人
）、小
出
会
頭
、夏
原
・
木
村
・
中
川
副

会
頭
、木
村
・
田
中
監
事
、志
賀
谷
専
務
理

事
ら
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
小
出
会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に
就

任
、議
案（
１
）副
会
頭
の
選
任
に
つ
い

て
、夏
原
平
和
氏
、木
村
泰
造
氏
・
中
川

哲
氏
を
い
ず
れ
も
再
任
、（
２
）専
務
理
事

の
選
任
に
つ
い
て
、志
賀
谷
光
弘
氏
を
再

任
、（
３
）常
議
員
の
選
任
及
び（
４
）監
事

の
選
任
に
つ
い
て
、い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
伝
達
事
項
と
し
て
、（
１
）日

商
会
頭
よ
り
、役
員
・
議
員
退
任
に
伴
う

感
謝
状
の
伝
達
と
し
て
、元
副
会
頭
棚
橋

勝
道
氏（
㈱
棚
橋
食
品
）、常
議
員
小
林

武
氏（
小
林
製
菓
舗
）、常
議
員
角
卓
明

氏（
長
谷
川
林
材
㈱
）、議
員
安
井
満
雄
氏

（
ア
ケ
ボ
ノ
特
機
㈱
）、議
員
田
中
幸
一
氏

（
㈱
田
中
電
機
商
会
）、議
員
村
木
し
づ
氏

（
マ
ン
モ
ス
ス
ナ
ッ
ク
ほ
ん
ま
る
）、議
員

副
会
頭
に
夏
原
平
和
氏
・
木
村
泰
造
氏
・
中
川
哲
氏
を
い
ず
れ
も
再
任

―
 

臨
時
議
員
総
会 ―

▶小出英樹 会頭　▶夏原平和 副会頭▶中川哲 副会頭 ▶木村泰造 副会頭▶志賀谷光弘 専務理事

馬
場
美
智
子
氏（
㈱
フ
レ
ー
バ
ー
）、議
員

安
澤
邦
彦
氏（
ヤ
ス
ザ
ワ
建
築
設
計
事
務

所
）に
会
頭
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、

（
１
）新
入
会
員
24
件
の
報
告
、（
２
）顧
問

の
委
嘱
に
つ
い
て
、（
３
）小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
審
査
委
員
会
委
員
の
委

嘱
、（
４
）特
定
退
職
金
共
済
制
度
・
退
職

金
共
済
審
査
会
委
員
の
委
嘱
、（
５
）各
部

会
総
会
の
終
了
報
告
、（
６
）特
定
退
職
金

制
度
規
約
改
正
に
つ
い
て
、（
７
）平
成
29

年
度
予
算
に
係
る
国
・
県
へ
の
要
望
に
つ

い
て
、（
８
）国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０

年
祭  

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
専
務
理
事
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

（順不同・敬称略）

（順不同・敬称略）

（順不同・敬称略）

　　　事業所名 　議員名 　　部　　会

≪３号議員≫　10名 

㈱ SCREENホールディングス 内田　博文 金属工業部会彦根事業所
パナソニック㈱アプライアンス社 
ビューティ･リビング事業部 木ノ内　理博 金属工業部会
彦根工場
フジテック㈱  宇都宮　靖雄 金属工業部会
㈱永昌堂印刷 北村　修久 化学工業部会
キリンビール㈱滋賀工場 中居　隆幸 化学工業部会
㈱ブリヂストン彦根工場 井上　和明 化学工業部会
㈱平和堂　　　　 夏原　平和 小売商業部会
近江鉄道㈱　　　　 磯谷　　淳 交通運輸部会
㈱滋賀銀行彦根支店 土田　博士 理財部会
滋賀中央信用金庫 沼尾　　護 理財部会
≪２号議員≫　27名 

㈱清水鐵工所　　 清水　克己 金属工業部会
㈱清水合金製作所 平居　敏彦 金属工業部会
松金工業㈱　　　　 松 本    　隆 金属工業部会
㈱滋賀原木 熊川　　忠 木材・木工工業部会
大阪ガス㈱滋賀東支社 船谷　昭夫 化学工業部会
タカタ㈱彦根製造所 森田　一夫 繊維工業部会
㈲杉本塗装 杉本　定幸 建設業部会
㈱髙木造園 髙木　淳一 建設業部会
㈱田附工務店　　 田 附    　弘 建設業部会
谷庄建設㈱ 谷　 　節雄 建設業部会
㈱森原工務店 森原　勇治 建設業部会
㈱イズミ 泉　　藤博 不動産部会
㈱太陽　　　　　 中川　　明 卸商業部会
㈱大菅製菓 大菅　良治 小売商業部会
トラヤ商事㈱ 安居　秀泰 小売商業部会
㈱花廣　　 北川　直廣 小売商業部会
㈱パリヤ 大塚　恵昭 小売商業部会
㈱政所園 小椋　政昭 小売商業部会
石原産業㈱　　　　 石原　成郎 観光・サービス部会
㈱伊勢幾 宮川　基司 観光・サービス部会
彦根観光バス㈱ 大西　和弥 観光・サービス部会
㈲双葉荘 片岡　哲司 観光・サービス部会
㈱文教スタヂオ 一圓　泰成 観光・サービス部会
㈲猪飼モータース 猪飼　弘実 交通運輸部会
日本通運㈱彦根支店 栁澤　　通 交通運輸部会
㈱関西アーバン銀行 村田　充司 理財部会彦根支店
野坂税理士事務所 野坂　喜則 理財部会

　　　事業所名 　議員名 　　部　　会

≪１号議員≫　43名 

㈱昭和バルブ製作所 中川　　哲　 金属工業部会
㈱ナイキ彦根工場 平井　一之 金属工業部会
㈱ナツハラ 土沢　健一 金属工業部会
廣瀬バルブ工業㈱ 廣瀬　一輝 金属工業部会
宮部鉄工㈱ 濵口　浩一 金属工業部会
㈱永樂屋 宮川　孝昭 木材・木工工業部会
宮川仏壇㈱ 宮川　　清 木材・木工工業部会
日立化成㈱彦根事業所 宮原　憲治 化学工業部会
マルホ㈱彦根工場 平塚　克則 化学工業部会
美成産業㈱ 宮脇　國雄 繊維工業部会
㈱伊藤組 奥 田　　秀 建設業部会
㈲with構造設計室 菊川　太嗣 建設業部会
大久保建設㈱ 大久保 泰嗣 建設業部会
金城測量設計㈱ 梅本　正和 建設業部会
㈱新栄管工業 土居　 　誠 建設業部会
㈱田中家石材 田中　寿信 建設業部会
早川工芸㈱ 早川　隆士 建設業部会
滋賀建設㈱ 山脇　秀介 不動産部会
丸三不動産商事㈱ 三須　宏一郎 不動産部会
一圓テクノス㈱ 一圓　外志夫 卸商業部会
㈱キントー 小出　英樹 卸商業部会
㈲いと重菓舗 藤田　武史 小売商業部会
木村水産㈱　　　　 木村　泰造 小売商業部会
さざなみ酒店 安齋　和真 小売商業部会
㈱千成亭 上田　健一郎 小売商業部会
㈲丁子屋薬局 近藤　嘉男 小売商業部会
㈱天晨堂 細江　正人 小売商業部会
㈱中島商事 中島　久善 小売商業部会
㈱ユーコー 法村　賢仁 小売商業部会
㈱一休庵 上川　悟史 観光・サービス部会
㈲銀水 樋口　雅都 観光・サービス部会
㈱公益社 木川　英樹 観光・サービス部会
鈴木ヘルスケアサービス㈱ 鈴木　則成 観光・サービス部会
㈲千乃吉ぽう 上田　豊弘 観光・サービス部会
鳥羽や旅館 和田　一繁 観光・サービス部会
西日本電信電話㈱ 滋賀支店 安田　　豊 観光・サービス部会
平和観光開発㈱ 髙尾　栄一 観光・サービス部会
彦根急送㈱ 和田　旱子 交通運輸部会
彦根倉庫㈱ 西村　　隆 交通運輸部会
㈲フジタモータース 藤田　明男 交通運輸部会
アクサ生命保険㈱彦根営業所 松田　雅博 理財部会
大辻税理士法人 大辻　正樹 理財部会
大和証券㈱彦根支店 田中　伸幸 理財部会

氏　名　　　　　　   事業所名 氏　名　　　　　　   事業所名

氏　名　　　　　　   事業所名

彦根商工会議所の議員（定員80名）

彦根商工会議所常議員

彦根商工会議所監事

清水　克己　　　㈱清水鐵工所
松本　　隆　　　松金工業㈱

木ノ内　理博　　

濵口　浩一　　　宮部鉄工㈱

宮川　孝昭　　　㈱永樂屋
熊川　　忠　　　㈱滋賀原木
船谷　昭夫　　　大阪ガス㈱ 滋賀東支社
中居　隆幸　　　キリンビール㈱ 滋賀工場 
森田　一夫　　　タカタ㈱ 彦根製造所
谷　　節雄　　　谷庄建設㈱
髙木　淳一　　　㈱髙木造園
田附　　弘　　　㈱田附工務店
泉　　藤博　　　㈱イズミ
中川　　明　　　㈱太陽

一圓　外志夫　　一圓テクノス㈱
安居　秀泰　　　トラヤ商事㈱

上田　健一郎　　㈱千成亭

藤田　武史　　　㈲いと重菓舗
片岡　哲司　　　㈲双葉荘
一圓　泰成　　　㈱文教スタヂオ
大西　和弥　　　彦根観光バス㈱
木川　英樹　　　㈱公益社
磯谷　　淳　　　近江鉄道㈱　
沼尾　　護　　　滋賀中央信用金庫
土田　博士　　　㈱滋賀銀行 彦根支店
野坂　喜則　　　野坂税理士事務所

アプライアンス社ビューティ・
リビング事業部  彦根工場

パナソニック㈱

垣平　裕司　　　関西電力㈱滋賀支社
橋本　健一　　　㈱橋本ホールディングス
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R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
女
性
和
楽
器
グ
ル
ー
プ

「N
ADESHIKO

 J EN
SEM

BLE

」

10
月
14
日　
玄
宮
園
に
て
開
催

木
材
・
木
工
工
業
部
会　
彦
根
地
場
産

業
連
絡
協
議
会
合
同
視
察
研
修
会

10
月
14
日　
名
古
屋
市
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
彦
根
鉄
砲
隊
演
武
・

堺
ま
つ
り
大
パ
レ
ー
ド

10
月
16
日　
堺
市
に
て
開
催

議
員
ク
ラ
ブ　
幹
事
会

10
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会  

研
修
会

10
月
17
日　
彦
根
城
博
物
館
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

９
月
30
日　
日
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創

造
事
業  

彦
根
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
セ

レ
モ
ニ
ー

９
月
30
日　
彦
根
城
表
門
橋
付
近
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム  

事
務
局
会
議

10
月
４
日　
旧
朱
子
学
研
究
所
に
て
開
催

彦
根
市
優
良
従
業
員
表
彰  

審
査
会

10
月
４
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド 

総
務
委
員
会

10
月
４
日　
当
所
に
て
開
催

三
水
会　
定
例
会

10
月
４
日　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
彦
根
工
場

に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
幹
事
会

10
月
４
日　
酒
蔵
ひ
の
や
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

２
０
１
７
彦
根
地
区
合
同
企
業
説
明
会

10
月
６
日　
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
彦
根
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業

AUN-J CLASSIC O
RCHESTRA

10
月
７
日　
金
亀
公
園
多
目
的
競
技
場
に

て
開
催

化
学
工
業
部
会　
正
副
部
会
長
会
議

10
月
11
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

観
光・サ
ー
ビ
ス
部
会  
美
食
セ
ミ
ナ
ー

「
食
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
づ
く
り
」

10
月
12
日　
当
所
に
て
開
催

も
の
づ
く
り
塾　
㈱
ナ
カ
サ
ク
企
業

見
学
会

10
月
13
日　
㈱
ナ
カ
サ
ク
湖
南
工
場
に
て

開
催

正
副
会
頭
会
議

10
月
13
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

正
副
会
長
会
議
・
例
会

９
月
16
日　
石
原
ビ
ル
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

９
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

９
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
彦
根
鉄
砲
隊
演
武

９
月
18
日　
彦
根
城
博
物
館
前
土
手
に
て

開
催

彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座

９
月
18
日　
高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催

古
式
銃
研
究
会  
役
員
会

９
月
20
日　
当
所
に
て
開
催

議
員
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
同
好
会  
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ

９
月
25
日　
彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て

開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

町
屋
活
用
委
員
会

９
月
27
日　
当
所
に
て
開
催

北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
実
現
促
進

期
成
同
盟
会
設
立
総
会

９
月
27
日　
エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖
に
て
開
催

彦
根
市・観
光
協
会・当
所
連
絡
調
整
会
議

９
月
28
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

臨
時
常
議
員
会
・
新
議
員
全
員
協
議

会
・
正
副
会
頭
会
議

９
月
28
日　
当
所
に
て
開
催

国
宝
・
彦
根
城
４
１
０
年
祭
実
行
委

員
会  

当
所
委
員
会

９
月
29
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成28年8月11日～9月28日　会員数 1,634件）

部会 事業所名 業種 代表者名 所在地
金属工業 ㈱山真 製造業務請負全般 山田 竜矢 犬上郡甲良町小川原808-20
化学工業
建設業 ㈱明和測技 墨出し工事 岡本 和行 彦根市京町3丁目5-47
不動産 モンサン企画 テナント・駐車場賃貸 横津 光則 彦根市城町1丁目3-33
卸商業 ㈱メセナ 触媒の販売 岡田 隆彦 彦根市高宮町3087-2
小売商業
小売商業
観光・サービス

カフェルトレフル 食品移動販売業 藤本 憲治 彦根市高宮町1017-1

交通運輸 ㈱オフィス シーマ 運送業
森田 直樹

彦根市森堂町6-60
交通運輸
理財

㈲森田自動車鈑金 自動車鈑金塗装
村田 弘幸

彦根市開出今町793

近江印刷㈱ 印刷業 里西 一郎 彦根市稲部町100-4

大永コンサルティング 中小企業診断士 永井 俊二 彦根市平田町774-6

Ｌａｔｉｒ ネイルパーツ販売 西川 真 彦根市城町2丁目6-50
郷～ふるさと～ 飲食業 森本 賢治 彦根市野田山町930

主催 彦根商工会議所（〒522-0063 彦根市中央町３-８ tel.0749-22-4551）・共催  （一社）近江ツーリズムボード

第４講   2016年12月５日（月曜日）
「直虎と直政」  ー 井伊直虎という生き方 ー

第５講   2017年１月18日（水）　「オコナイ」  ー 二つの湖北に残る祭礼の不思議 ー　講師  中島誠一氏
第６講   2017年２月８日（水）　「井伊家の城」  ー GREAT CASTLE 彦根城 ー　講師  中井均氏
第７講   2017年３月29日（水）　「井伊家ゆかりの庭園」  　講師  谷口徹氏

講師 「井伊直虎」の著者 梓澤 要氏 
『井伊直虎』（『女（おなご）にこそあれ次郎法師』改題）の
著者。1993年『喜娘』で第18回歴史文学賞を受賞し、作家
デビュー。歴史に対する確かな目線と骨太のドラマを織り
込んだ作風で着実な評価を得てきた。2007年から東洋大学
大学院で仏教学を学ぶ。主な著作に『阿修羅』『百枚の定家』
『夏草ケ原』『遊部』『橘三千代』『枝豆そら豆』『唐衣』『越前宰
相秀康』『捨ててこそ 空也』『光の王国 秀衡と西行』『荒仏師 
運慶』『城主になった女 井伊直虎』など。

ホームページからの申込みも可
http://www.hikone-cci.or.jp/
お問合せ　tel.0749-22-4551・seminar@hikone-cci.or.jp

井伊直虎。 今まで語られることのなかった戦国時代の女性だが、
2017年NHK大河ドラマ『おんな城主 直虎』で俄に脚光を浴びる
ことになった。
井伊家の男の（実名）の通字である「直」と「虎」は虎松の虎。いか
にも勇ましい名である。井伊直親の遺児虎松（直政）は井伊家の将
来を担うただ一人の男子であり、直虎は養母として後見し、地頭職
を務めた。角川文庫『井伊直虎』（『女にこそあれ次郎法師』改題）、
NHK出版『城主になった女 井伊直虎』の著者として知られる梓澤
要氏の独自の視点で語る「直虎と直政」についての講座である。
来年は、国宝・彦根城築城410年でもあり、遠江井伊谷から近江佐
和山まで彦根藩初代井伊直政を知る絶好の機会でもある。

彦根ヒストリア講座・全７講座国宝・彦根城築城410年祭プレイベント

しごと・くらし・おもてなしで役立つ！ 彦根プレミアム塾

●受講料  会員500円・非会員・一般700円・学生無料
●場　所  彦根商工会議所４階大会議室
●時　間 18：30開場・19：00スタート

新スタッフの紹介
　この度、彦根商工会議所では、TPP合意を
契機に海外展開（輸出や進出等）を目指す県
内の中堅・中小企業等を積極的に支援するた
め、「新輸出大国コンソーシアム滋賀」窓口を
10月より設置し、各種支援策を講じていくこ

ととなりました。それに伴い最適な支援サービスを案内する
ことを目的として専門家（新輸出大国コンシェルジュ）１名が
窓口に週2回（火・木曜日）駐在し、海外ビジネスに精通した専
門家と連携して総合的支援を実施しますのでご紹介します。

新輸出大国コンシェルジュ
（平成28年10月４日付）

■中村 孝（なかむら たかし）
　輸出、海外進出をご検討中の
皆様に、多くの支援プログラム
の中より最適な支援を総合的
にご提案させていただきます。
コンシェルジュとして、地域の
皆様と一緒に海外展開のお手
伝いを致したく、何なりとご相
談・お問い合わせいただければ
幸甚です。

　この度、一般社団法人　近江ツーリズム
ボードでは、外国人観光客の誘致、地域観光
資源の掘り起こしと磨き上げによる地域ブ
ランドの創造、各種プロモーション活動な
ど、観光地域づくりを目的に、「地域おこし

協力隊」を10月よりお迎えし、各種事業を進めていくことと
なりましたのでご紹介します。

地域おこし協力隊
（平成28年10月３日付）

■渡邊 克己（わたなべ かつき）
　はじめまして。地域おこし協
力隊として、10月より近江ツー
リズムボードのスタッフとな
りました渡邊です。観光の仕事
に携わりたいという思いから、
東京から彦根に移住してきま
した。彦根の魅力を国内外に
アピールしていきたいと思っ
ています。

書名：「近江絹糸「人権争議」はなぜ起きたか、近江絹糸「人権争議」の真実
　　　－五年間の彦根工場潜行活動を経て－」
著者：朝倉 克己 ／ 発行者：サンライズ出版㈱（当所会員）

書名：「陸軍八日市飛行場－戦後70年の証言－」
著者：中島 伸男 ／ 発行者：岩根 順子（サンライズ出版㈱代表取締役・当所会員）

書名：「ガン患者のための般若心経－発想の転換を求めて－」
著者：桂川 道雄 ／ 発行者：サンライズ出版㈱（当所会員）

第19回 日本自費出版文化賞  ～おめでとうございます～

部門賞
（地域文化）

入　選
（地域文化）

入　選
（研究・評論）



不易流行 89 彦根商工会議所通信 vol.32

和楽器ユニット「新月」＋ヒューマンビートボックス＆和楽器グループ
演奏ジャンル：和楽曲、ポピュラー、スタンダードジャズ、ヒップホップ

和太鼓・津軽三味線・尺八・ヒューマンビートボックス

演目：「望郷～失われることのない永遠の魂の故郷」（彦根編）

太鼓、三味線、尺八、ヒューマンビートボックスの
猛者達が彦根に集結！新旧の楽器が織りなす総勢
7名の男性演奏者が楽曲を演奏しながら彦根の「過
去・現在・未来」を表現する。

オープン・マインドで世界と向き合ったラフカ
ディオ・ハーン（小泉八雲）。現代日本を代表する
俳優佐野史郎とギタリスト山本恭司が卓越した言
葉と音楽で他に類を見ない朗読パフォーマンスと
して表現する。

佐野史郎＆山本恭司「小泉八雲・朗読の夕べin彦根」
出演：佐野史郎（俳優）・山本恭司（ギタリスト）
　　  小泉凡（小泉八雲曾孫・民俗学者）／真鍋晶子（アイルランド文学者）

Pコード 309-816（チケットぴあ） 
Lコード 53049（ローソンチケット） 

Pコード 454-046（チケットぴあ） 
Lコード 53177（ローソンチケット） 

2016.11.11（金）19：00～20：30
会 場：玄宮園  ＊雨天中止
前売 2,000円・当日2,500円（中学生以上）

佐野史郎 山本恭司

2017.3.4（土）18：00～20：00
会 場：清凉寺
前売 3,000円・当日3,500円（中学生以上）

雨天の場合、イベントが中止になることがありますので、予めご了解ください。最新情報、詳細、中止等はウェブサイトをご覧いただくか、問合せ先までご連絡ください。

主催 光とアートで発信するブランディング事業 彦根・多賀地域連携組織委員会

問合せ 0749-22-4551
〒522-0063滋賀県彦根市中央町３-８

彦根商工会議所 tel.

「国宝・彦根城築城410年祭」プレイベントDramatic Legacy  Start-up!!

http://dramatic.oh-mi.org/Ticket Agency
●ローソンチケット tel.0570-084-005 ●CNプレイガイド tel.0570-08-9999 ●イープラス http://plus.jp/sksp/
●ビバシティ平和堂 tel.0749-27-5555 ●アル･プラザ彦根 tel.0749-24-4111
●ひこね市文化プラザ チケットセンター tel.0749-27-5200 ●滋賀県立文化産業交流会館 tel.0749-52-5111

●チケットぴあ tel.0570-02-9999

●体験料 1回3,000円（鎧・作務衣・地下足袋レンタル料、着付け料、消費税込）
●変身時間 着付け完了後１時間（受付時間 10：00～19：00）
●変身場所 ▶ブライダルハウス  サムスィング・フォー（彦根市本町1-6-26／ 0749-22-3434）
 　※水曜定休、17時以降要予約
 ▶きものの京美　彦根本店（彦根市中央町6-12／ 0749-23-8265）
 　※水曜定休、火曜不定休、当日要予約

　※着付けはプロの専門スタッフが行います。 ※衣服等お荷物は責任を持ってお預かりいたします。

●体験料 1日3,000円（袴一式レンタル料、着付け料、消費税込）
●変身時間 10：00～20：00の一日貸し（受付終了時間 19：00）
●変身場所 ▶ブライダルハウス  サムスィング・フォー（彦根市本町1-6-26／ 0749-22-3434）
 　※水曜定休、17時以降要予約
 ▶きものの京美　彦根本店（彦根市中央町6-12／ 0749-23-8265）
 　※水曜定休、火曜不定休、当日要予約

　※着付けはプロの専門スタッフが行います。 ※袴、下駄、小物をご用意させていただきます。
　※衣服等お荷物は責任を持ってお預かりいたします。

●体験料 １回1,000円（入館料、消費税込）
●体験時間 7：30～20：00の内、１時間程度（受付後禅寺と調整させていただきます。）
●体験場所 清凉寺 （彦根市古沢町1110）　 ※時間は応相談
 龍潭寺 （彦根市古沢町1104）　 ※10人～受付可、午前7：30～8：30
 長松禅院 （彦根市中央町4-29）　 ※13：00～20：00
　※ご予約は体験日の３日前までにご連絡ください。
　※直前の受入が可能な場合もございますので、ご要望があれば事務局までご連絡ください。
　※法事や冠婚葬祭等の関係により、当日禅寺の変更や受入不可となる場合がございますので
　　ご了承ください。

城下町を袴姿で歩こう!  

井伊家縁の寺でメディテーション!!

本物の城郭でポーズを決めよう!  

彦根プレミアム体験 始動!
Extraordinary Experiences in HIKONE

Experience

YOROI

鎧

Experience

ZEN

禅
清凉寺（曹洞宗）
井伊家代々の菩提寺。天下の清凉
寺として有名となった曹洞禅の名
刹。隆盛時には200余名の雲水が
修行をし、多くの傑物を排出した。
井伊直弼もまた清凉寺で修行をし
ていたことが知られている。

龍潭寺（臨済宗）
井伊家の発祥地、井伊谷の龍潭寺を
分寺して建立。龍潭寺には造園学の
始まりである園頭科（おんずか）が
あった。禅の修行には造園学が必須
だったのだ。龍潭寺は庭の寺として
もよく知られている。

長松禅院（曹洞宗）
井伊直政公が42歳にして死去、遺
言によりこの地で火化し骨灰遺物
を埋葬し、一寺を建立した。城下町
のほぼ真ん中にある曹洞宗の古刹。
商店街にも近く、夜の坐禅も体験
することができる。

● お申込み・お問い合わせ
彦根商工会議所　いい秋散策プラン事務局　
tel.0749-22-5580（平日9：00～17：00）     
info@oh-mi.org
専用ウェブサイト：http://experience.oh-mi.org

「袴」「鎧」の変身体験をしていただいた方に、
彦根城、玄宮園、彦根城博物館入場券、お茶席をセットに
したプレミアムチケットをプレゼント!!
※但し、「鎧」体験は、彦根城・玄宮園・お茶席のみとなりますので、予めご了解ください。

彦根商工会議所では彦根市からの委託を受け、今年度より彦根の体験型観光
コンテンツの研究・開発・試験・実施を目的として「彦根プレミアム体験－
Extraordinary Experiences in HIKONE」を開催致します。彦根に縁があり、
より城下町情緒と雰囲気の合う「Experience HAKAMA－袴変身体験」、井伊
家ゆかりの赤備え隊の「Experience YOROI－鎧変身体験」、彦根ゆかりの禅寺
を舞台とした「Experience ZEN－坐禅体験」を「Dramatic Legacy 城あかり」
に合わせて行います。江戸情緒をお楽しみください。

彦根市 彦根いい秋散策プラン事業　主催: 彦根商工会議所

▶Dramatic Legacy「城あかり」佐和口多聞櫓。井伊家橘の家紋と青海波が
　映し出され、夜の記念写真スポットとなっている。

▶AUN-J CLASSIC ORCHESTRA（2016.10.7）
　金亀公園 多目的競技場

▶NADESHIKO J ENSEMBLE（2016.10.14）
　玄宮園

▶井伊家ブランドのアーティストと滋賀の歌姫による
　チャレンジコンサート（2016.10.30）彦根城博物館 能舞台

▶Dramatic Legacy「城あかり」大手門。表門から大手門の３段の石垣がライト
　アップされている。

Experience

HAKAMA

袴

彦根市が誇る国宝・彦根城域・文化遺産群、多賀町が誇る多賀大社・門前町家群、胡宮神社、それぞれの歴史遺産を活かし、
光とアートで新たな魅力を発信する“Light & Art Festival”「歴史遺産で発信するものがたりDramatic Legacy」
が、スタートした。「光」によって再生される歴史都市彦根。唯一無二の新しい光景を世界に向けて発信する。12月31日まで
のライトアップ期間中に、歴史遺産を活用した文化イベントが行われ、来年2月・3月にはコンテストも行われる予定。
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も
の
づ
く
り
塾
セ
ミ
ナ
ー

「
㈱
ナ
カ
サ
ク 
湖
南
工
場
」見
学
会

　
10
月
13
日
に
滋
賀
県
湖
南
市
に

あ
る「
㈱
ナ
カ
サ
ク
」の
見
学
会
を

行
い
、参
加
者
は
21
名
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。尼
崎
か
ら

47
年
前
に
湖
南
市
工
業
団
地
に
工

場
を
移
設
し
て
い
ま
す
。従
業
員

は
１
０
７
名
で
す
。こ
の
工
場
で

は
、製
鉄
、ガ
ラ
ス
設
備
製
造
を
中

心
に
、県
内
で
は
No
・
１
の
大
物
加

工
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
70
ト
ン
級

の
軸
加
工
、マ
シ
ニ
ン
グ
加
工
を

行
っ
て
い
ま
す
。特
に
製
造
設
備

の
メ
ン
テ
は
従
業
員
自
ら

行
っ
て
お
り
、技
能
伝
承
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
又
最
近
は
新
規
事
業
開

発
に
も
力
を
入
れ
、従
来
の

自
社
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、

「
屑
の
出
な
い
薄
肉
シ
ー
ト

カ
ッ
ト
機
」や「
φ
０
・
１

の
毛
を
使
っ
た
自
動
ま
つ

毛
製
造
機
」な
ど
の
ユ
ニ
ー

ク
な
設
備
も
製
造
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
会
社
の
方
針
と
し
て
、

①
新
し
い
仕
事（
技
術
開

発
）は
断
ら
な
い
。⇩
技
術
の

新
た
な
ネ
タ
が
あ
る
か
ら
。

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）を
営

業
マ
ン
化
す
る
た
め
従
業
員
自
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
を
行
っ
て
い

る
。な
ど
従
業
員
が
一
体
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
る
姿
を
知
る
こ
と

が
出
来
、参
加
者
全
員
新
た
な
気

付
き
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
商
工
会
議
所
と
し
て
は
今
後
と

も
県
内
外
の
企
業
見
学
会
セ
ミ

ナ
ー
を
引
き
続
き
企
画
し
て
い
き

ま
す
の
で
、参
加
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Nov.2016女性会通信   

　なぜか、古いものが好きである。
　古いものやキズ物は美しくない、誰が使ったかわからない品物
は不安という方もおられると思いますが、私は好きである。縁あっ
て巡り合い、再び使用させて頂ける事が嬉しく思うのです。
　家業も、古いものの修復。仏壇・仏具、寺院用品全般、神社の
みこし。美術工芸品からタンスまで、漆塗りの必要なものは、全て
修復が可能です。昨年は身の丈２尺（６０㎝）の仏像を２０体修復
させて頂く機会がありました。指は折れ、鼻はネズミにかじられ、
耳は虫に喰われ穴の空いた状態です。それに７０年から１００年も
の間に積もったほこり。漆や金箔は、はがれてぼろぼろの状態で
やってきます。長年のほこりを特別な洗浄液で洗い、傷んだとこ
ろを修理して漆を幾度も塗り重ね、金箔を張り替えます。時間は
かかりますが、目を見張る様に輝きます。最善を尽くした品を見る
たびに、我ながらよくやったという満足感があります。これからも
心を込めて、仕事をし、日々 、努力と精進を重ねて行くつもりです。
　仏像は全て、蓮の花に乗っておられます。久し振りに古い布と
向き合い、蓮の花を作ってみました。うまく、作れなくても一針一
針縫っていると、不思議と心がやすらぐのです。
　仕事も、古いもの。自宅も築７０年の古いもの。趣味も古い布で
チクチク…。
　自分自身もま
た、古くなりつつ
あります。味わい
のある、古いもの
になっていきたい
ものです。

　去る9月28日（木）29
日（金）徳島にて、全国
商工会議所女性会連合
会 徳島全国総会が開
催されました。
　全国からの参加者は
324単会、2,358名で、
彦根からは会員7名が
参加しました。
　滋賀県女連で1台のバスで現地へ向かい、当日午後、アスティ徳島
にて開かれた全国総会では徳島県知事様他の祝辞の後、女性起業
家大賞の授賞式等があり、次回開催地の北海道、全道女連へ旗が
引き継がれました。
　記念講演会は坂東眞理子氏が講師で「女性の経営―新しいビジネ
スの地平を拓く―」と題し、様々なデータを紹介され今の時代に必要
な戦略とは何か、女性ならではの共感力や支え合い学び合い、育てる
力を大切にした経営の成功例などについてお話し頂きました。これから
勤めをはじめられる世代の方にもぜひ聞いてほしいと思う内容でした。
　プログラムの随所で披露された阿波おどりは大変素晴らしく、独特
のリズムと美しい手足の運びに魅了され、地域に根差した伝統と文
化を感じました。
　29日は祖谷渓谷の豊かな自然のなか、日本三奇橋のひとつとされ

る「かずら橋」を視察、そ
の由来や３年毎の架け
替えにより技術を伝承さ
れているお話しを聞いた
後、渓流の上をゆれる橋
を渡りました。

 ■12月13日（火）県女連視察研修会（草津市）、 ご予定ください！INFORMATION

全女連 徳島全国総会に参加 あのね～  　　　　　　   女性会事業所紹介
（株）小川  小川 孝子
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去
る
９
月
27
日（
火
）に
９
月
度

例
会『
彦
根
版
故
郷
の
新
し
い
風
会

議
』を
当
所
４
階
会
議
室
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
例
会
で
は
、大
学
生
と
市

役
所
職
員
の
有
志
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、青
年
部
メ
ン
バ
ー
を
含
む
総

勢
74
名
参
加
の
も
と
テ
ー
マ
ご
と
に

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
１
つ
め
の
テ
ー
マ
は『
魅
力
あ
る

会
社
と
は
？
』と
し
て
、会
社
の
魅
力

を
感
じ
る
要
素
の
順
位
を
出
し
合

い
、選
ん
だ
理
由
を
自
身
が
置
か
れ

て
い
る
立
場
か
ら
議
論
を
し
ま
し

た
。中
で
も『
や
り
が

い
』の
順
位
が
高
く
、

仕
事
の
内
容
や
職
場

の
環
境
に
対
し
て
関

心
が
高
い
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。

　
２
つ
め
の
テ
ー
マ

を『
今
後
、青
年
部
の

事
業
所
が
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
？
』

と
設
定
し
、各
事
業
所

が
抱
え
る
課
題
を
ま

と
め
、参
加
者
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
す
ぐ
に
解
決
で
き

青年部伝言板
■彦根YEGジュニアエコノミーカレッジ 実践販売 11月20日（日）10時30分～（予定） 於：中央商店街 ■日本商工会議所青年部第34回
全国会長研修会かこがわ会議 11月25日（金）～26日（土） 於：加古川市立総合体育館他 ■県青連若手後継者等育成事業『夢持ち続け
日々精進』～熱意が会社を強くする！ジャパネットたかた前社長に学ぶ会社の育て方～ 11月30日（水）18時～ 於：びわ湖大津プリンスホテル
■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

る
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
の
よ
う
に
議
論
す
る
機
会
は

参
加
者
に
と
っ
て
新
し
い
気
づ
き

に
繋
が
る
場
と
な
り
ま
し
た
。置
か

れ
て
い
る
環
境
こ
そ
違
い
ま
す
が
、

今
後
の
活
動
で
活
か
せ
る
風
会
議

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、彦
根
で
活
躍
さ
れ
る

様
々
な
立
場
の
人
と
意
見
交
換
す

る
中
で
、彦
根
を
よ
り
よ
い
街
へ
し

て
い
き
た
い
想
い
が
強
く
な
り
ま

し
た
。

　

 Kurim
aro K

itchen Bar 　
服
部 

大
輝

 

９
月
度
例
会

「
彦
根
版
故
郷
の
新
し
い
風
会
議
」を
開
催

　
去
る
10
月
１
日（
土
）、

第
34
回
日
本
商
工
会
議
所

青
年
部
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
城
陽
大
会
が
京
都
府
城

陽
市
内
で
開
催
さ
れ
、当
青

年
部
か
ら
総
勢
19
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、私
が
出

向
し
て
お
り
ま
す「
近
畿

の
絆
創
造
委
員
会
」の
事

業
と
し
て「
災
害
対
策
規

定 

調
印
式
」を
行
い
、近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
更
な
る

連
携
を
図
る
と
と
も
に
被

災
時
の
協
力
体
制
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
ま
た
記
念
講
演
で
は
、講

師
に
貴
乃
花
光
司
氏
、花
田

景
子
夫
人
を
お
迎
え
し
て

「
時
代
の
逆
風
を
突
き
進
め
！
不
惜

身
命
の
熱
き
魂
」と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
身
の
経
験
や
お
弟
子
さ
ん
へ

の
指
導
方
法
等
の
体
験
を
聞
く
事

が
で
き
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。

　
大
懇
親
会
で
は
屋
外
の
会
場
へ

移
動
し
、心
配
さ
れ
て
い
た
天
気
も

持
ち
直
し
、迫
力
の
あ
る
余
興
、各

種
事
業
の
Ｐ
Ｒ
等
盛
り
沢
山
の
内

容
と
共
に
他
単
会
の
方
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
来
年
は
守
山
に
て
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。全
国
か

ら
集
ま
っ
て
来
ら
れ
た
方
々
に
、心

か
ら
感
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

内
容
と
な
る
よ
う
、滋
賀
県
青
連
が

一
つ
に
な
り
力
を
合
わ
せ
て
成
功

さ
せ
た
い
と
強
い
想
い
を
持
っ
て

彦
根
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

  　
　
大
輝
建
設
株
式
会
社　
林　
幸
祐

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
城
陽
大
会

　
　
〜
青
年
経
済
人
が
一
同
に
集
合
！
〜

【
事
業
所
名
】㈱
松
井
建
設

【
氏
名
】松
井 

俊
郎

【
生
年
月
日
】 

昭
和
47
年
３
月
20
日

【
趣
味
】 

映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

【
血
液
型
】Ｂ
型

【
座
右
の
銘
】 

情
け
は
人
の
為
な
ら
ず

【
紹
介
文
】人
見
知
り
で
は
あ
る
が
頼
ま
れ

た
ら
断
れ
な
い
義
理
堅
い
性
格
。
石
橋
を

た
た
い
て
渡
る
慎
重
さ
と
は
裏
腹
に
大
胆

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。　

　
ベ
ル
ロ
ー
ド
商
店
街
の
リ
ブ
レ
ス
ト
ラ

ン『Kurim
aro Kitchen Bar

（
ク
リ

マ
ロ
キ
ッ
チ
ン
バ
ー
）』で
は
、店
内
の
雰

囲
気
に
こ
だ
わ
り
、お
客
様
に
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
た
だ
け
る
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
予
約
も
で
き
る
の
で
忘
年
会
な
ど

の
宴
会
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
！

　
当
店
は
特
製
ス
ペ
ア
リ
ブ
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
が
、パ
ス
タ
や
ピ
ザ
、バ
ル
調
の

ア
ラ
カ
ル
ト
で
レ
ス
ト
ラ
ン
感
覚
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、最
大
40
名
ま

で
入
れ
る
個
室
も
あ
り
、大
人
数
で
の
ご
利

用
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

お
食
事
、二

次
会
と
し
て
も
、気
軽
に
ご
利
用
頂
け
、季

節
ご
と
に
変
わ
る
女
子
会
コ
ー
ス
も
ご
好

評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
と
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

Kurim
aro Kitchen Bar  

服
部 

大
輝

ま
い
ど
お
お
き
に

青
年
部
事
業
所
紹
介

メ
ン
バ
ー
ズ
ス
マ
イ
ル

青
年
部
メ
ン
バ
ー
紹
介

古いものと暮らす
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まち・ひと・しごと創生本部 ビッグデータ活用 RESAS 【地域経済循環マップ編】

　内閣府まち・ひと・しごと創生本部では、地方創生の実現に向けて、各都道府県・市区町村が客観的なデータに基づき、自らの地域の現状と課題を把
握し、その特性に即した地域課題を抽出して「地方版総合戦略」を立案していただくことが重要という考え方のもと、これまで経済産業省が開発を行って
きた「地域経済分析システム」、いわゆる「ビッグデータを活用した地域経済の見える化システム」を、経済分野に限らずさまざまなデータを搭載すること
で、地方自治体が「地方版総合戦略」の立案等をする際に役立てていただけるシステムへと再構築している。
　この「地域経済分析システム」は、英語表記（Regional Economy （and） Society Analyzing System）の頭文字を取って、“RESAS”（リーサス）と名
づけられ、RESAS は、平成２８年１０月時点で７つのマップ、具体的には「産業マップ」「地域経済循環マップ」「農林水産業マップ」「観光マップ」「人口マッ
プ」「消費マップ」「自治体比較マップ」で構成されている。
　今回の地域経済データでは、官制ビッグデータ活用の手本とも言える“RESAS”について、滋賀県、彦根市へどのように応用していくことができるのか
考察していく。

地域経済循環の動向が見える化でわかる「地域経済循環図」
　地域内企業の経済活動を通じて生産された付加価値は、労働者や企業の所得とし
て分配され、消費や投資として支出された後、再び地域内企業に還流する。このいず
れかの過程で地域外にお金が流出した場合、地域経済が縮小する可能性があり、地
域経済を戦略的に考察し、計画策定するためには地域で生まれた付加価値がどのよ
うに消費されていくのかを把握し、どこに課題があるのかを分析する必要がある。
　図１は、滋賀県彦根市における地域経済循環図である。地域経済循環図は都道府
県・市町村単位で、地域のお金の流れを生産（付加価値額）、分配（所得）、支出の三
段階で「見える化」することで、地域経済の全体像と、各段階におけるお金の流出・
流入の状況を把握することができるため、地域の付加価値額を増やし、地域経済の
好循環を実現する上で改善すべきポイントを検討することができる。また地域経済
の自立度を測る地域経済循環率（生産（付加価値額）÷分配（所得）により算出）を
把握することも可能である。
　彦根市の場合、民間投資、その他支出を合計した流入支出は406億円。2014年
時点での彦根市調査による観光消費額は120億円と推計している。2010年時点
では約30％が観光消費で占めていたと想像できる。
※データは2010年。市町村の各数値は推計値。

地域への貢献度が高い産業が見える化でわかる「生産分析」
　この分析では、産業別の純移輸出額から、対象とする産業が域外から獲得してい
る額または域外に流出している額を把握することにより、地域にとって強みまたは弱
みとなっている産業、および地域の産業構造を把握できる。
　都道府県・市町村単位で、地域経済について生産面から分析することで地域経済
への貢献度（生産額・付加価値額・雇用者所得）を22産業分類別に把握可能。また、
移（出入・）輸出入カラーで表示することで、域外に移輸出して稼いでいる産業、域
外からの移輸入に依存している産業を特定可能。また、当該産業に対する新たな需
要が、全産業（調達先）に与える影響の程度（影響力係数）、全産業に対する新たな需
要による当該産業が受ける影響の程度（感応度係数）を散布図で示すことにより、ど
の産業を振興するかの検討につながる。
　彦根市の場合は、最も額面で貢献しているのは「一般機械」であるが、これは付加
価値が域外に流出している産業であることが分かる。主に大手工場で生産される機
械製品がそれにあたると想定できる。
※データは2010年。市町村の数値は推計値。東京特別区は一地域として扱う。

地域経済分析システム
RESAS（Regional Economy Society Analyzing System）解説地域経済データ

図２　彦根市における生産分析グラフ（2010年）

図３　彦根市における分配分析グラフ（2010年）

指定地域を軸とした所得の流出入が見える化で
わかる「分配分析」
　地域が生産販売によって稼いだ付加価値は、「雇用者所得」と雇用
者所得以外の「その他所得」の二つに大別される。雇用者所得とは、主
に労働者が労働の対価として得る賃金や給料等であり、一般の生活者
にとってなじみのあるものだが、その他所得は付加価値のうち雇用者
所得以外のものとして定義されるため、なじみが薄い。例えば株式等
保有している財産から得る配当や、企業の利益、税金等から構成され
ている。
　この分析では、地域産業連関表等から得られる地域の範囲で把握さ
れる所得、つまり、産業を構成する企業の事業所が拠点を構えるある
地域において産み出される「属地」ベースの所得と、その地域に住む個
人、所在する法人等が稼いだ「属人」ベースの所得とを比較する。企業
と異なり、個人は同じ市町村に住んでいてもエリアをまたいで就労をする例や社会保障給付や年金は、国や県の直接支出が支払い原資となって
いると考えられ、個人が域外から獲得するその他所得となる。
　このように、地域が生産によって稼いだ所得は、地域の個人の総体が獲得した所得とは必ずしも一致していないのが実情である。この比較分
析によって、地域にとってのいわゆる「生活の糧」が何に依拠しているのか、稼いだ所得が域外に流出しているのか、別な形で域外から所得が流入
しているのか等を分析することができる。
　ちなみに彦根市の場合は、地域内の勤労者が稼いだ所得は4,821億円、地域住民の所得合計は4,648億円、ゆえに彦根市で発生した所得は
172億円分、市外へ流出していることとなる。これは地域内で得た付加価値が、域外で主に生活消費として流出していることを示している。
※データは2010年。市町村の数値は推計値。東京特別区は一地域として扱う。

まとめ  彦根市の稼ぐ力はプラス173億円、所得流出は172億円でトントン
　以上のように、地域経済循環マップでは、市域を中心とした収支を見ることができるのが特徴である。彦根市の場合は、地域で稼いだプラス分
が見事に所得として流出している現状を見える化で把握することができる。地域経済循環マップには、他にも総支出の地域間比較ができる「支
出分析」、県内総生産の将来推計が見える「労働生産性等の動向分析」がある。行政や地域の公的機関が地域経営を考える上ではもちろん、地
域の経営者の方々にも自社の経営戦略や彦根のこれからを考えていただく上で大変重要なポイントを押さえることができるツールではないだろ
うか。

　自社の確定申告書・決算書を改めて見直して、資金繰りについて考え、各社
ごとの資金調達診断書を作り、すぐに実行できる内容です。
　今回は【個人事業主編】・【法人編】に分けて開催します。

① 確定申告書、決算書を読み解く基礎知識
② わが社の稼ぐ力・借りる力をチェック
③ 金融機関はどこに注目しているのか
④ きちんとお金の管理をして経営力向上

彦根商工会議所 会議室
会員  無料 ／ 非会員　6,000円
15人＊定員が少ないため１事業所１名の参加でお願いします。
永井 俊二（ながい しゅんじ）氏
大永コンサルティング代表・中小企業診断士・一級販売士

お申込み・お問合せ
彦根商工会議所  TEL.22-4551  FAX.26-2730

講座内容
（予定）

【個人事業主編】１１月30日（水）14：00～16：30
【法　  人 　 編】 12月  7日（水）14：00～16：30

日　時

場 　 所
受 講 料
定 　 員
講 　 師

経営と資金調達のヒントは決算書にあり！
金融＆経営力UPセミナー

～ わが社の稼ぐ力・借りる力をチェック！～
　彦根税務署・（公社）彦根納税協会・当所
共催による、平成28年分決算説明会が今年
も以下の通り開催されます。
ぜひともご参加ください。

日　時　12月８日（木）
　　　 　13：30～ 15：30（受付13：00～）
場　所　彦根商工会議所４階大ホール
内　容  （予定）
●青色申告決算書（収支内訳書）の作成に
　ついて
●消費税確定申告について
●その他
講　師　中川裕季子 税理士
　　　　（近畿税理士会彦根支部所属）
受講料　無料（定員200名）

問合せ
彦根税務署　TEL.22-7640（代表）

平成28年分
決算説明会のご案内

図１　彦根市における地域経済循環図（2010年）

【出典】
環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀
行グループ）受託作成）
【注記】
本データの詳細な分析方法については、以下ＵＲＬを参照。
http://www.vmi.co.jp/reca/
「地域経済循環率」とは、生産（付加価値額）を分配（所得）で除した値であり、地域経済の自
立度を示している。（値が低いほど他地域から流入する所得に対する依存度が高い。）
「雇用者所得」とは、主に労働者が労働の対価として得る賃金や給料等をいう。
「その他所得」は、財産所得、企業所得、交付税、社会保障給付、補助金等、雇用者所得以外の
所得により構成される。
「その他支出」は、政府支出、地域内産業の移輸出入収支額等により構成される。
「支出流出入率」とは、地域内に支出された金額に対する地域外から流入・地域外に流出し
た金額の割合で、プラスの値は地域外からの流入、マイナスの値は地域外への流出を示す。
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お問い合せ先
■滋賀労働局 賃金室 TEL.077-522-6654
■彦根労働基準監督署 TEL.0749-22-0654

確認しましょう！最低賃金

滋賀県最低賃金

（平成28年10月６日 発効）

滋賀労働局のホームページ
http://shiga-roudoukyoku.jsite.mhlw.jo.jp/

788円

時間給 764円

24円
UP

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。

【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年1.90％（母子家庭、父子家庭または世帯年収200万円
（所得122万円）以内の方は年1.50％
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または
世帯年収200万円（所得122万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済と
することができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は平成28年10月27日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡

お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.16％
平成28年10月27日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

あなたの会社をもっとアピールしませんか？
彦根市男女共同参画
推進事業者表彰について

　ワーク・ライフ・バランスの取組みや男女が共に活躍できる
仕組みづくりなどを推進している市内の事業者を表彰していま
す。この制度は平成14年度からスタートし、昨年度までに市内
30事業者を表彰してきました（うち、企業・事業所は15団体）。
　表彰した事業者は彦根市広報やホームページのほか、事業所
の取組みを紹介するパネルを作成し、市内の施設で展示します。
　この機会に、あなたの会社をアピールしてみませんか？

過去の表彰受賞者など詳しい情報は、彦根市HPをチェック!
     http://www.city.hikone.shiga.jp/
                                0000008295.html

お問い合わせ先 ● 彦根市人権政策課
TEL.0749-30-6113／ FAX.0749-24-8577

受付期間　11月30日（水）まで（必着） 
応募対象　市内の事業者（事業活動を行う個人、法人、非営利団体および
　　　　　自治会、PTA等各種団体等）
　　　　　※ただし、国・地方公共団体および既に表彰されたことのある
　　　　　事業者は対象となりません。
応募方法　応募用紙（裏面）に必要事項を記入のうえ提出してください。
　　　　　※応募用紙は、彦根市ホームページからダウンロードするか、
　　　　　人権政策課、支所・各出張所、各地区公民館、男女共同参画セン
　　　　　ター「ウィズ」にもあります。 

　最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間
外・休日・深夜手当、賞与、臨時に支払われる賃金は含ま
れません。
※産業によって、特定（産業別）最低賃金が定められてい
るものがあります。

滋賀県最低賃金は、１時間 788円となります。
これは、県内の事業所に
雇用されるすべての労働者に適用されます。
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。
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「映画 関ヶ原展」
映
画 

関
ヶ
原
展
と
は

　　　
西
暦
１
６
０
０
年
10
月
21
日
。

長
く
混
迷
を
極
め
た
戦
国
時
代
に

終
止
符
を
打
ち
、そ
の
後
の
日
本

の
支
配
者
を
決
定
づ
け
た
、戦
国

史
上
最
大
の
天
下
分
け
目
の
決
戦

「
関
ヶ
原
の
戦
い
」。そ
の
決
着
に

要
し
た
時
間
は
た
っ
た
の
６
時
間

で
し
た
。豊
臣
家
へ
の
忠
義
か
ら

立
ち
あ
が
り
、史
上
最
大
の
合
戦

に
挑
ん
だ
石
田
三
成
。圧
倒
的
に

有
利
と
言
わ
れ
た
三
成
率
い
る
西

軍
は
な
ぜ
負
け
た
の
か
？

　
様
々
な
権
謀
が
渦
巻
く
中
、多

勢
に
流
さ
れ
ず 

己
の「
愛
」と「
正

義
」を
信
じ
、貫
き
通
そ
う
と
し

た「
純
粋
す
ぎ
る
武
将
」三
成
を

中
心
に
、「
愛
」と「
野
望
」の
激
突

が
、今
幕
を
開
け
る
！

　
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年

祭
事
業
で
は
、２
０
１
７
年
初
秋

に
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
が
決
定
し

て
い
る
司
馬
遼
太
郎
原
作
の
映
画

「
関
ヶ
原
」に
関
す
る
展
示
と
関
連

事
業
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
特
に
、新
た
な「
石
田
三
成
像
」

に
焦
点
を
当
て
た
空
前
絶
後
の
戦

国
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
は
期

間
中
の
メ
イ
ン
事
業
で
あ
り
、全

国
世
界
に
彦
根
、石
田
三
成
を
発

信
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

　
乞
う
ご
期
待
！
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●

10：30～11：00／13：30～14：00 彦根城天守前
15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

11月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

①有期契約→正規雇用1人当たり60万円（中小企業以外は45万円）
②有期契約→無期雇用1人当たり30万円（中小企業以外は22.5万円）
③無期雇用→正規雇用1人当たり30万円（中小企業以外は22.5万円）
④有期契約→多様な正社員1人当たり40万円（中小企業以外は30万円）
⑤無期契約→多様な正社員1人当たり10万円（中小企業以外は7.5万円）
⑥多様な正社員→正規1人当たり20万円（中小企業以外は15万円）
※派遣労働者を派遣先で正規雇用または多様な正社員として直接雇用する場合
　① ③ 1人あたり30万円を加算　④ ⑤ 1人あたり15万円を加算
※支給対象者が母子家庭の母等又は父子家庭の父の場合
　若者雇用促進法に基づく認定事業主における対象者が35歳未満の場合
　① 1人あたり10万円を加算　②～⑥ 1人あたり5万円を加算
※勤務地・職務限定正社員制度を新たに規定した場合
　④ ⑤ 1事業所あたり10万円（中小企業以外7.5万円）を加算

キャリアアップ助成金

Ⅰ　正社員化コース
　　（有期契約労働者を正規雇用労働者・多様な正社員等
　　 へ転換または直接雇用したとき）

健康診断制度　１事業所あたり40万円（中小企業以外は30万円）
賃金テーブル等　１事業所あたり60万円（中小企業以外は45万円）

Ⅳ　処遇改善コース
　　（有期契約労働者に対して正規雇用労働者と共通の
　　 健康診断※、賃金テーブル等）を導入・適用したとき）Off-JT 賃金助成   １時間当たり800円（中小企業以外は500円）

Off-JT 訓練経費助成   Off-JTの訓練時間数に応じた次の金額（※１） 
【一般職業訓練・有期実習型訓練・育児休業中訓練（※２）】
 100時間未満　　　　　　　 10万円（中小企業以外は７万円）
 100時間以上、200時間未満　20万円（中小企業以外は15万円）
 200時間以上　　　　　　　  30万円（中小企業以外は20万円）
【中長期キャリア形成訓練】
 100時間未満　　　　　　　 15万円（中小企業以外は10万円）
 100時間以上、200時間未満　30万円（中小企業以外は20万円）
 200時間以上　　　　　　　 50万円（中小企業以外は30万円）
※１　事業主が負担した実費が上記を上回る場合は実費を限度
※２　育児休業中訓練は訓練経費助成のみ
OJT 訓練実施助成  １時間当たり800円（中小企業以外は700円）

Ⅱ　人材育成コース
　　（有期契約労働者等に対して職業訓練を実施したとき）

１人あたり20万円（中小企業以外は15万円）

Ⅴ　処遇改善コース
　　（短時間労働者の労働時間を社会保険加入ができる
　　 ように延長させるとき）

●すべての有期契約労働者の賃金テーブルを増額改定した場合
　１～３人  　 10万円（中小企業以外は7.5万円）
　４～６人   　 20万円（中小企業以外は15万円）
　７～10人  　30万円（中小企業以外は20万円）
　11～100人　1人あたり3万円（中小企業以外は2万円）
●一部の賃金テーブルを増額改定した場合
　１～３人  　 5万円（中小企業以外は3.5万円）
　４～６人  　 10万円（中小企業以外は7.5万円）
　７～10人  　15万円（中小企業以外は10万円）
　11～100人　1人あたり1.5万円（中小企業以外は1万円）
●職務評価を活用して処遇改善をした場合、１事業所あたり20万
　円加算（中小企業以外は15万円加算）

Ⅲ　処遇改善コース
　　（有期契約労働者等の賃金テーブルを増額改定※し、
　　 昇給を図ったとき）

詳細については滋賀労働局助成金コーナーへ
TEL.077-526-8251

※有期契約労働者等４人以上に実施

※２％以上の増額改定

有期契約労働者、短時間労働者、派遣労働者といった、いわゆる非正規雇用の労働者の企業内でのキャリアアップなど
を推進するため。正規雇用への転換、人材育成、処遇改善などの取り組みを実施した事業主に対して助成する制度。

彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551
申請手続き・各種書類作成について当所経営指導員がご相談に応じます。
お気軽にお問合わせください。

● セキュリティ・個人情報保護も万全です。  ● コミュニティは、実名登録で安全です。

  施策情報
国や公的機関などの施策情報をテーマ別・施策別に見つけることができます。
それぞれのテーマ・施策ごとに、

 ❶ 情報を知る  ❷ 専門家に相談する  ❸ お役立ちツールを使う  ❹ データを

見る・調べる　といった、４つの機能別に情報を探せます。

   ミラサポコミュニティ
同じような悩みを持つ経営者やその分野の専門家が、地域ごと、または、テー

マごとのコミュニティで、あなたの参加をお待ちしています。参加するもよし、

見るだけでもよし、たくさんのビジネスの種があります。

中小企業・小規模事業
者の

未来（ビジネス）をサ
ポートするサイト!!

   おすすめコンテンツ
ミラサポの会員登録をすると、
● あなたのビジネス創造の手助けをする、「ミラサポコミュニティ」（ビジネス向
けSNS）や「ビジネスサポートツール」（ビジネス向けアプリ）を無料で利用する
ことができます。
● あなたにぴったりの専門家や支援機関、補助金が選べ、無料で「専門家の派
遣申請」や「補助金の電子エントリー」ができます。

ミラサポ

掲載情報をご連絡ください。
会員の企業イベントも掲載いたします。

11 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
特別展 開館30周年記念
「コレクター大名
井伊直亮～知られ
ざる大コレクション
の全貌～」
▶開催中～11／27（日）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊家12代の直亮（1794-1850）が収集
したコレクションは、国宝の彦根屏風をは
じめとする書画、雅楽器、更紗裂、刀装
具、南蛮渡来品など多岐にわたり、質量と
もに大名コレクション屈指の存在です。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

錦秋の玄宮園
ライトアップ
▶１1／12（土）～27（日）
　18：00～21：00（入場は20：30まで）
▶名勝玄宮楽々園
▶入場料：大人700円、小・中学生350円
※昼間の観覧券では入場できないのでご注意！

旧彦根藩主「井伊家」の大名庭園「玄宮
園」は、江戸文化の贅を尽くした池泉回
遊式の庭園。 木々が赤や黄の化粧をし、
その姿を水面に映す姿には真に息をの
み、引きずり込まれる様な美しさを見せ
ます。 紅葉の季節ならではのライトアッ
プで、名園玄宮園を心ゆくまでお楽しみ
ください。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

花しょうぶ通り
ナイトバザール
▶11／12（土）・12/10（土）
　（雨天決行）16：00～
▶花しょうぶ通り商店街
”１００円で買える幸せ” 恒例のナイト
バザール ★１月～３月はお休みします。

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026 （いと半老舗）

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶11／13（日）9：30～14：0０
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第1７回フリーマーケットがディリパ彦根
で開催されます。館内での開催ですの
で、雨天でも安心してご来館ください。

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

能楽ことはじめ
▶11／19（土）開場13：30 開演14：00
▶明性寺（本町３-３-56）
▶料金 1,500円
都に近く交通の要衝であった近江は
様々な歴史の舞台となりました。能の
演目にも多くその縁の場所が登場し、
近江が舞台となる演目も１０曲ほどあ
ると言われています。そんな私たちの
故郷に深くかかわる能を身近に体験い
ただける催しを企画しました。
●「能」についてのお話●謡「竹生島」で
聞き比べ●謡体験「高砂」●仕舞「高砂」
●着付実演●舞「羽衣」
特定非営利活動法人ひこね文化デザインフォーラム
TEL.23-3383

ゑびす講 大売出し
▶11／19（土）・20（日）
▶銀座・中央・登リ町グリーン通り・
リバーサイド橋本 各商店街
毎年恒例のゑびす講大売出し。
スタンプラリー抽選会、もちまき（各日
１６時～）、屋台など。
各日、交通規制：10：30～17：00（銀座のみ
１９日は18：00、２０日は19：30まで）。
彦根商店街連盟 TEL.22-7303

ひこねで朝市
▶11／20（日）８：00～ 12：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、

パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

野菜たっぷり♪
美イタリアン
▶11／21（月）10：30～12：45
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 1,000円（税込）
▶定員 12名（応募多数の場合抽選）
▶申込締切 １１／７（月）
MENU・エビと濃厚なカボチャのスープ
仕立て・ベーコンとナスのペンネトマト
ソース・鴨のグリルバルサミコソース～グ
リル野菜を添えて～・バゲット・パンナ
コッタオレンジソース・紅茶
ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

劇団四季
『ウェストサイド物語』
▶11／23（水・祝）
　開場16：30 開演17：00
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　●一般／SS席8,000円、S席6,000円
　A席5,000円●高齢者・障がい者・
　学生／SS席7,500円、S席5,500円、
　A席4,700円●友の会／SS席7,200円、
　S席5,400円、A席4,500円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料/要予約）

シェイクスピアの『ロミオとジュリエッ
ト』をもとに1957年にブロードウェイ
で生まれたこの作品。舞台設定をニュ
ーヨークに移し、人種差別と偏見の壁
に囲まれ、社会から爪弾きにされる若
者たちの二つのグループの対立の中で
芽生えてしまった主人公・トニーとヒロ
イン・マリアの悲しい恋物語。
今回の公演では演出を一新し、新たな
作品と生まれ変わります。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

ひこね市民大学特別講座
ベニシア・スタンリー・
スミス講演会～いつ
までも若々しく～
▶11／27（日）開場13：30 開講14：00
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　一　般 1,000円
　高齢者・障がい者・学生 850円
　友の会 800円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料/要予約）

英国貴族に生まれながらも京都・大原
の古民家で暮らし、ハーブ研究家として
テレビや雑誌などでも活躍する、ベニ
シア・スタンリー・スミス。ハーブ・ガー
デニングに留まらず、ライフスタイルや
波乱万丈な自身の人生・家庭問題を取
り上げ、多くの女性が共感できる話をさ
れます。一つ一つの言葉が、生きるとは
何かを私たちに教えてくれるでしょう。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

歴史手習塾
史実・赤穂事件に迫る！
～「義」を貫いた者
たちの真実～
▶11／27（日）開場13：00 開講13：30
▶講師：山本 博文氏
  （東京大学史料編纂所 教授）
▶龍潭寺（古沢町１104）
▶料金（全席自由）1,200円
▶定員 100名※要申込
忠臣蔵で知られる「赤穂事件」。 しか
し、その真実は「忠臣蔵」とはかけ離れ
た史実、赤穂旧臣たちの思い、江戸時
代の社会的慣習があったのです。 そし
て事件が後世に残したものとは？ 
山本先生の著作や赤穂旧臣たちの肉
声に近い史料を紐解きながら、赤穂事
件の真実に迫ります。

特定非営利活動法人ひこね文化デザインフォーラム
TEL.23-3383

チケット
発売中！

チケット
発売中！



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2016年12月15日まで

有効期限2016年12月15日まで

京滋支社　彦根営業所　〒522-0063 滋賀県彦根市中央町3-8 彦根商工会議所3Ｆ　TEL 0749-26-0977

映像・音響・情報通信システム設計施工　　人にやさしいシステムつくりをモットーに

 本社  〒522-0033 滋賀県彦根市芹川町 593-1     
　　　TEL 0749-22-7903 FAX 0749-23-8202 

京都営業所　〒600-8141 京都市下京区西木屋町通七条上る新日吉町124-3
             　 TEL 075-353-5637　FAX 075-352-2801

 http://www.akebono-tokki.com

非常･業務放送・音響システム 防犯カメラシステム

プロジェクター・AVシステム 画像伝送・TV会議システム

学校・文化ホールなど、あら
ゆる場所において放送設備が
利用されています。また、万
一の災害に備えて非常放送設
備の設置が必要です。当社で
は信頼性のある最新の機器と
確かな技術で提案・設計させ
ていただきます。

鮮明な映像と聴きやすい音響により、PCプレゼンテーションや
ビデオ上映などより簡単な操作で運営できるよう、お客様の声を
反映させながらシステムを構築いたします。

高画質な動画や静止画で多地点プレゼンテーションや会議、遠隔
教育など様々な用途で活用できます。世界中の会議室がネット
でつながります。

ブロードバンドの急速な普及
により、活躍の場が拡大しつ
つあるネットワークカメラ。
さまざまな分野での利用が
増えてきています。

有効期限2016年12月15日まで 有効期限2016年12月15日まで

有効期限2016年12月15日まで 有効期限2016年12月15日まで

彦根市古沢町字沢町216-1/tel.0749-27-7201/定休日 月曜日・第２日曜日
営業時間 17：30～ 24：00（L.O.23：00）/駐車場有

●季節の活貝五種 2,800円 ●生ガキ三種食べ比べ 1,200円

貝鮮まるきは全国から美味しい貝・旬の貝を取
りそろえ、皆さまに提供させていただきます。
一人でも多くの方に楽しい時間を過ごしてい
ただけるように従業員一同精一杯おもてなし
させていただきますのでよろしくお願いいた
します！

コースの飲み放題（1,500円）
通常90分を120分に!!
※他のクーポン券との併用はできません。

JR彦根駅からすぐ!!
広東料理をベースとした本格中華料理を
ゆったりとした空間でお楽みいただける
お店です。

彦根市旭町9-11 石原ビル4・5階  TEL.0749-24-3570
営業時間　11：00～ 13：30　17：00～ 22：00（L.O）

■サービスランチ
　　　　 1,000円
■宴会コース
　　　 3,000円～
＊無料送迎バス承ります
　（要予約）

城下町彦根を代表する
銘菓「三十五万石」は、
ふっくらと炊き上げた
北海道産小豆つぶ餡と、
やわらかい求肥餅を重
ね、米俵の姿をした最中
でお包みしています。
職人技の逸品をどうぞ
ご賞味ください。

彦根市中央町4-39／ Tel.0749-22-5722／営業時間 8：00－18：00
定休日  木曜日／駐車場 10台 http://www.kashin-ohsuga.com

１グループ１枚のご利用とさせていただきます。

また、他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

飲食代５%OFF
お買い上げ5％OFF

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。
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1,000円以上お買い上げの方に
高級線香お試しセットプレゼント
お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

予約不要 “湖東エリア限定” コミュニティーサイクル

＊価格は全て税込です

料亭旅館やす井に隣接
した直営店で、ひとつひ
とつこだわりを持った
お料理の品々で、皆様の
お越しをお待ちしてお
ります。

彦根市安清町13-26／ tel.0749-23-8238
営業時間 11：00～15：00（LO14：30）・17：00～21：00（LO20：30）
宴会最大人数 100名／駐車場 30台／定休日 水曜（祝日の場合は木曜に振替）
設備 サービス： 個室有り・全席禁煙・大型バス可・wi-fiスポットあり

●一口ヒレカツ定食
             1,200円（税別）
●天丼　 1,100円（税別）
●天ぷらカレーうどん
             850円（税別）
●助六　 530円（税別）

お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

めぐりんこ 1日利用の方
レンタサイクル100円引き

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

飲食代
５%OFF

t ime /  9：00 － 17：00　close /  none
place /  滋賀県彦根市大東町 2-28（アルプラザ彦根1Ｆ）
tel  /  090-9210-3856  web /  megurinko-hikone. j imdo.com
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